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はじめに
　公立学校共済組合中国中央病院は
広島県東部（備後地域）の福山市に
あります．福山市は広島県の東端で
瀬戸内海に面した人口約464,000人
の市です．本来は江戸時代初期に築
かれた城下町でしたが，昭和36年に
日本鋼管（現 JFE）が福山製鉄所を
福山市東部に建設し，それ以来企業
城下町としての側面も持っていま
す．その後周辺町村との合併を重ね，
現在の大きさになっています．福山
市にはいわゆる四病院といわれる中
核病院があり当院は，他の三病院（福
山市民病院，福山医療センター，日
本鋼管福山病院）とともに当該地域
の急性期医療，高度医療を担ってお
ります．
当院の沿革
　当院は昭和36年７月20日公立学校
共済組合の直営病院として福山市西
深津町に開院されました．開院の契
機は，当時公立学校共済組合員（公
立学校の教員）に結核患者が多く，
その療養所としての目的が主であっ
たと聞いております．開院時の病床
数は200床で，うち160床が結核，残
り40床が一般病床，診療科目は内科，
外科，耳鼻咽喉科，放射線科，歯科
の計５診療科でした．その後，昭和
38年，40年，46年，52年と結核患者
の減少に伴い，結核病床の一般病床
への転換を行い，平成３年には結核
病床を廃止，一般病床271床のみとし
ました．また診療科も増科し現在の
ごとくとなっております．病院が老
巧化し手狭になり，新しい医療に対
応できなくなってきたこともあり，
建て替えが検討されておりました
が，現地建て替えか，移転して建て
替えるかの議論の末，新築移転する
こととなり，平成11年御幸町の広大
牧場跡に新築用地を取得，平成15年
３月に工事開始，平成16年12月24日
に新病院開院の運びとなりました．
病院の理念と基本方針
　理念は「患者さま中心の人にやさ
しい良質の医療を提供します．」基本
方針は「地域と職域の二つの領域に
おいて，１. 人にやさしい医療環境
を提供する．２. 最良の医療と最高
の疾患予防に心がける．３. 人間性
豊かな若手医療人の育成に努める．」
としております．
病院の概要
　病床数は一般病床271床（うち人間
ドック10床）と結核モデル病床６床
の計277床です．診療科は13科（内
科，小児科，外科，整形外科，皮膚
科，産婦人科，眼科，耳鼻咽喉科，
歯科口腔外科，放射線科，麻酔科，
精神科，脳神経外科）を標榜し，常
勤医師数39名，常勤歯科医師数２名，
非常勤医師数７名，非常勤歯科医師
数１名，臨床研修医７名の体制です．
平成20年度の実績は年間新規入院患
者数5,881名，病床稼働率84.1％，平
均在院日数14.9日，一日平均外来患
者数627名でした．年間救急車受け入
れ件数は599件で，全身麻酔手術件数
933件でした．残念ながら昨今の医師
不足のあおりで，眼科，耳鼻科医師
が非常勤となっております．岡山大
学関連施設としてほとんどの医師は
岡山大学から医師の派遣を受けてお
りますが，病院の医師公募に応募し
て来られた他大学医局に属する常勤
医師も４名採用しております．いず
れの科も専門医，指導医を有し，各
領域学会の教育・修練施設をはじ
め，多くの施設認定を受けておりま
す．
病院の現況
　新病院移転とともにアメニティー
の向上を目指し，個室の増床と病床
面積の拡大を図りました．４人部屋
は各病床のプライバシーが出来るだ
け保てる構造となっており好評で
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す．また当地区に結核病床がないこ
ともあり，周辺医師会の要望で結核
モデル病床を６床増床致しました．
MRI，CT，DSA，リニアック，な
どの機器も更新，内視鏡システムな
どの機器も移転後も定期的に最新機
種に更新が図られています．オーダ
リングシステムは病院移転と同時に
導入，平成19年５月より電子カルテ
に移行しております．
　また平成19年10月には一般病院：
Ver.５の基準による病院評価機構
による認定を受けております．平成
15年10月に厚生労働省臨床研修病院
（基幹型）の指定を受け，毎年２名
から５名の臨床研修医を受け入れて
おります．
　病院移転後は福山市北部の中心地
区としてまた住宅地として発展しつ
つあるこの地域の基幹病院の役割を
担い，また神石郡や井原市などから
も広く患者を受け入れております．
　診療面の専門分野としては，内科
は消化器，血液，呼吸器，リウマチ・
膠原病，糖尿病，腎臓に，外科は消
化器，乳腺，呼吸器，甲状腺に力を
入れており，特にがん診療に力を注
いでおります．「感染予防対策委員会
（ICT）」「緩和ケアチーム委員会」
「NST 委員会」「褥瘡対策委員会」
「医療安全対策室」等による院内活
動も盛んです．
　また健康管理科として公立学校共
済組合職員を中心として，年間5,700
名程度の人間ドック受診者を受け入
れております．
　急性期病院としての生き残りをめ
ざし，平成21年４月より DPC 対象
病院となっております．
今後の展望
　DPC 対象病院となったことより，
医療の透明化，効率化，標準化，質
の向上を図り経営の改善に寄与する
よう努力しております．在院日数の
短縮，病床の回転率の向上かつ病床
利用率を保ってゆくことが必要とな
り，今後更なる地域医療連携の強化
を行い周辺医療機関，介護施設等と
の連携をより密にしてゆきたいと考
えております．昨今話題となってい
る医療崩壊で医師，看護師不足が地
方病院では叫ばれておりますが，当
院では看護師は充足しており毎年応
募者が多数という恵まれた状況にあ
ります．しかし，医師については岡
山大学からの供給が十分とは言え
ず，定数不足のまま診療している科
もあり，公募も含め，病院の発展の
ためには医師の充足も今後の大きな
課題です．研修医も大学よりの派遣
は期待できず，実際の戦力となる後
期研修医の確保も，当院採用の臨床
研修医が残る例や，後期研修プログ
ラムの公募に応じて来る研修医は多
くないのが実情です．医療情勢がめ
まぐるしく変わりつつある現在，こ
の地域で当院にどういう医療が要求
されているかを常に模索し，それに
応えるべく医師の充足をはじめとし
て病院の体制を整え，地域医療に貢
献してゆきたいと考えています．
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